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会 議 次 第 

（１）市民協働に関する小金井市実態調査結果について 

（２）ヒアリング対象課の選定について 

（３）ヒアリングの内容について 

会 議 結 果 別紙のとおり 

会 議 要 旨 別紙のとおり 



提 出 資 料 

（１）市民協働に関する小金井市実態調査結果 

   ア 全体調査票（差し替え分） 

   イ Ａ調査票（差し替え分） 

   ウ Ｂ調査票（差し替え分） 

   エ Ｃ調査票 

（２）ヒアリング対象課（案） 

（３）ヒアリング内容（各課共通）（案） 

そ の 他 
 

 



会 議 結 果 

 

１ 市民協働に関する小金井市実態調査結果について 

  事務局から提出された市民協働に関する小金井市実態調査結果に基づき、 

 各委員から意見や感想が示された。 

 

２ ヒアリング対象課の選定について 

  次のとおり決定した。ただし、各課の都合により入れ替わることがある。 

  １回目＝広報秘書課、情報システム課、コミュニティ文化課 

  ２回目＝経済課、環境政策課、地域福祉課 

  ３回目＝障害福祉課、介護福祉課、健康課 

  ４回目＝子育て支援課、児童青尐年課、まちづくり推進課 

  ５回目＝生涯学習課、スポーツ振興担当、企画政策課 

  ６回目＝予備日（補足的に再度ヒアリングしたり新たな課をヒアリングす 

る） 

  なお、各回とも３０分前倒し開催して、事前の質問事項の整理等をするこ

ととした。 

 

３ ヒアリングの内容について 

  ヒアリング内容（各課共通）（案）をたたき台として、臨機応変に対応す 

ることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

会 議 要 旨 

 

【小委員長】  次第の（１）「市民協働に関する小金井市実態調査結果につい

て」を議題とする。 

【委員】  子育て関連の事業について、協働事業と思っていたものが載って

いなくて、ただの助成事業と思っていたものが協働事業として載っている。と

らえ方が様々だと感じた。例えば児童青尐年課の児童館事業について、市民が

企画段階からかかわり継続的に実施しているものがあるが、載っていない。報

酬が発生していないので、割愛されたのかとも思う。 

 生涯学習課の放課後子ども教室は、実行委員会形式ではあるが、協働事業と

いうよりは、助成事業ではないかという感想を持っている。行政と一緒に企画

や運営がされているという実感は全くない。 

【小委員長】  そのような認識の違いをヒアリングの中で出していく必要が

ある。市民協働としてきちんとやっているかどうかを確認するのがヒアリング

の目的である。 

【委員】  環境政策課が担当している環境配慮型のエクセルギーハウス事業

が今進んでいる。ワークショップをしたりして市民参加で進んでいるが、協働

事業として載っていない。 

【小委員長】  現実には市民協働でやっているものを行政が市民協働という

認識をしていないことが問題だという指摘である。 

【委員】  質問に対して「記入なし」というのがある。その課は市民協働に

は全く関係がないという意味で、記入しなかったのか。 

【事務局】  調査結果について、感想を含めて説明したい。 

 全体調査票の設問１「今、なぜ市民協働の推進が必要と考えるか」に対して、

５２課のうち何らかの記入があったのが３８課、７３％、記入がなかったのが

１４課、２７％である。所掌事務がない課が、多くは記入していない。市民協

働が市政運営の柱とされている中で、所掌事務がないからといってこの設問に

何の回答もしない課が３割弱あったのは残念だ。 

【事務局】  Ａ、Ｂ、Ｃ調査票について。わんぱく夏まつりや子育て支援セ

ンターなどが上がってきていない。市民活動をしている者と行政とで認識の差

があるのではないか。課によっても結構認識が違うという印象を持った。 

【事務局】  コミュニティ文化課としては、今なぜ市民協働が必要かについ

ては、１００％に近い課が記入してほしかったという思いがある。協働推進に

関する職員研修を開催している。今後職員に対する協働の意識づけ、啓発を図

っていきたい。 



【委員】  広報秘書課の広報係は、市政の広報をしていると思う。市民の意

見を取り入れやすい業務だ。Ｃ調査票ぐらいには、今後上がってくるといいと

思う。 

【委員】  開発事業本部の再開発課と区画整理課は、全体調査票の「なぜ協

働の推進が必要か」に記入していない。これらの課は、これから市民協働の考

え方を入れていかないと、うまくいかないと思う。 

【小委員長】  各委員がそれぞれ持ち味を出してもらえば、突っ込んだヒア

リングができると思う。 

【委員】  協働事業としてイベントが多く上げられているという印象がある。

継続して市民と協働していくことの難しさが出ているように思う。 

 

【小委員長】  次第の（２）「ヒアリング対象課の選定について」を議題とす

る。ヒアリングの日程としては、６回確保してある。できれば、今日全部の課

を決めたい。 

【事務局】  （「ヒアリング対象課（案）」の資料説明）   

【委員】  環境政策課、児童青尐年課、生涯学習課はぜひ入れてもらいたい。 

【小委員長】  地域福祉課はぜひ入れたい。市民協働の観点から地域福祉を

進めていく必要があるという課題が課せられているので、そのことについて聴

いてみたい。 

【委員】  広報の部門で市民と協働できる部分があるのではないか。 

【小委員長】  市民の情報を広報課の職員だけが集めるのは限界があるので、

例えば市民レポーター制度を作るとか、モニター制度を作って意見を聴くとか

が考えられる。広報秘書課を対象とすることでよいか。 

【委員】  賛成。 

【小委員長】  広報秘書課を対象とする。介護福祉課と健康課は入れてよい

と思う。 

【小委員長】  コミュニティ文化課はどうか。 

【委員】  Ｃ調査票にも事業を上げている。ヒアリングに値するのではない

か。 

【小委員長】  入れることにする。 

【委員】  指導室はどうするか。 

【小委員長】  聴いてもあまり期待できないと思う。 

【小委員長】  保育課はどうか。 

【委員】  保育課は市民協働とはあまり関係ないと思う。 

【委員】  子育て支援課はどうか。 

【小委員長】  子育て支援のネットワークづくりとか、子育て広場には市民



協働が関係してくる。入れておくか。 

【委員】  了解。 

【小委員長】  まちづくり推進課はどうか。 

【委員】  入れてもらいたい。 

【小委員長】  交通対策課はどうか。 

【委員】  質問が出てこない。 

【小委員長】  市民協働との関係が分かりにくいということで、対象としな

い。 

【小委員長】  スポーツ振興担当はどうか。 

【事務局】  総合体育館は企業の指定管理で管理運営しているが、体育協会

と小金井倶楽部が密接にかかわっている新しい形である。 

【小委員長】  指定管理でもいろいろな形があるということで、対象とする。

市民要望もいろいろあると思う。 

【小委員長】  ヒアリングとしては６回予定している。１回に３課行うとし

て１８課できるが、６回目は予備日として補足的に再度ヒアリングしたり、新

たな課をヒアリングする日としてはどうか。 

【委員】  了解。 

【小委員長】  そうすると今回は１５課選定することになる。 

【委員】  企画政策課は入れた方がよいのではないか。 

【小委員長】  改めて全体的な市民協働の考え方について聴くということで、

対象とする。 

【小委員長】  ごみ対策課はどうか。 

【委員】  市民協働が成り立っているところは、入れなくてよいのではない

か。 

【小委員長】 ごみ対策課は対象としない。情報システム課、経済課は対象と

する。企画政策課は最後にヒアリングする。 

【小委員長】  ここで対象課を確認したい。 

【事務局】  １回目が広報秘書課、情報システム課、コミュニティ文化課。

２回目が経済課、環境政策課、地域福祉課。３回目が障害福祉課、介護福祉課、

健康課。４回目が子育て支援課、児童青尐年課、まちづくり推進課。５回目が

生涯学習課、スポーツ振興担当、企画政策課。これで１５課となる。 

【小委員長】  このとおりでよいか。 

【委員】  了解。 

【事務局】  相手の都合もあるので、このとおりになるかどうかは調整して

みないと分からない。 

【小委員長】  入れ替わりはあり得るが、選定した１５課を１回３課ずつヒ



アリングする。提案だが、ヒアリングの前に毎回３０分くらいずつ委員のすり

合わせの時間をとったらどうか。 

【委員】  ヒアリングの時間が減るのは厳しいので、すり合わせの時間を前

倒しはできないか。 

【委員】  前倒しで３０分すり合わせの時間をとった方がいいと思う。 

【小委員長】  １０時開始となっていたところは９時３０分開始とし、３０

分事前勉強をして、１課あたり４０分ずつとして３課で２時間でヒアリングす

ることでよいか。 

【委員】  了解。 

 

【小委員長】  次第の（３）「ヒアリングの内容について」を議題とする。 

【事務局】  小委員長から話があったので、たたき台として「ヒアリング内

容（各課共通）（案）」を作った。 

【小委員長】  ある程度臨機応変にやったらいいと思う。たたき台としては

これでいいのではないか。各課共通にこのような質問を想定しているというこ

とで、事前に対象課に送付しておいてほしい。 

 

【事務局】 次回の第４回小委員会は、１０月２０日午前９時３０分から西庁

舎第５会議室、第５回小委員会は、１０月２７日午前９時から前原Ａ会議室で

予定している。 

                         （以上） 

 



第３回市民協働に関する小金井市実態調査小委員会次第 

 

１ 日 時  平成２２年１０月６日（水）午前９時３０分～正午 

 

２ 場 所  前原暫定集会施設・Ａ会議室 

 

３ 次 第   

 （１）市民協働に関する小金井市実態調査結果について 

 （２）ヒアリング対象課の選定について 

 （３）ヒアリングの内容について 

 

４ 提出資料 

 （１）市民協働に関する小金井市実態調査結果 

   ア 全体調査票（差し替え分） 

   イ Ａ調査票（差し替え分） 

   ウ Ｂ・Ｃ調査票（差し替え分） 

 （２）ヒアリング対象課（案）ヒアリング内容（各課共通）（案） 

 （３）ヒアリング内容（各課共通）（案） 



部 課 設問１　（なぜ必要か）
設問２

（実施状況）
設問３

（計画など）
設問４

（自由記入）

企画政策課 市民のニーズをより的確に把握するため。 ②現在＋将来 １　第４次基本構想・前期基本計画（案） 記入なし

（行政経営担当）
景気も人口も右肩上がりの時代が終わったにもかかわらず、市政運営の手法は当時から変
わっていないものが多い。現状を正しく認識し、持続可能な行政運営のスタイルを確立する
ために、「市民協働」の視点が必要と考える。

④所掌なし 第３次行財政改革大綱（提供済） 記入なし

財政課　

社会経済の成熟化等により市民のライフスタイルや価値観が大きく変化してきている状況の
なか、多様化する市民ニーズのすべてに行政が対応することは困難となってきている。
市民が満足できる地域づくりを進めるためには、公（行政）と民（市民や企業等）との役割分
担を見直したうえで、公と民が一体となって「共に考え、共に行動する」仕組みづくりを行って
いくことが必要不可欠となっており、単に市役所内部の改革・改善に限定することなく、市民
協働・公民連携等を基本とした地域を経営する視点に立った見直しを進める必要があるた
め。

④所掌なし 記入なし　 記入なし

広報秘書課 記入なし
⑤その他（協働事業に類似す
る事務を所管している。）

該当なし 記入なし

情報システム課

１　市民の活躍の場を提供することにより、自己実現を図り生き生きとした生活を地域でおく
れるようにする。
２　分断された個を地域でのつながりに参加してもらうことにより、個の抱える問題を解決し、
地域の安定化に資する。
３　地域が活性化することにより、個人や地域の問題を自ら発見・解決していく風土を醸成す
る。
４　市民が自立して、自治体経営に参画し、単なる要求型市民を脱して、協働型市民（団体）
が醸成されることに意味があると考える。

③将来実施

１　第３次小金井市基本構想後期基本計画５６ページ(2)地域との連
携
２　ＩＴ戦略構想(平成14年3月)9ページ、コミュニティポータルサイトの
運営
（http://www.city.koganei.lg.jp/kakuka/kikakuzaiseibu/jyouhoushisut
emuka/zigyou/kakusyusiryou/iitkousou/files/IT.pdf）
３　前期ＩＴ基本計画（平成１５年３月）10－13ページ、コミュニティ
ポータルサイトの構築
（http://www.city.koganei.lg.jp/news/zenki_it_kihonkeikaku/00_0-
0.pdf）
４　第４次基本構想７４ページ

行政側
１　地域の活性化、市民参加の行政推進の視点を忘れ安価な下請けとならな
いよう注意する必要あり。
２　行政としての政策方針・意思を明確にし、堅持する必要あり。一部市民の
強硬な申し入れで方針が揺らがないよう裏付けをしっかりする必要あり。
３　市民を恐れずに、言うべきことはいう姿勢を。
４　市民が活躍する場の提供・整備、活動しやすくするためのサポート、市民
活動のＰＲが行政の大事な仕事。

市民側
１　協働を機会に要求団体に変身しないようにお願いします。
２　市民協働は、行政が市民側に歩み寄るだけでなく、市民側も行政に歩み
寄ることが求められる。例えば、広報紙には目を通し、市ホームページのＲＳ
Ｓを活用するなど。
３　地域を継続的に担う気があるかどうか。

総務課

⑴行政だけでは難しかったきめ細やかで柔軟な対応、新しいサービスが可能になる。
⑵市民に情報を提供することにより、市政への関心が高まり、市民のまちづくりへの参画意
識の向上に繋がる。
⑶市民ニーズを的確に捉えることで、効率的・効果的な公共サービスが実現される。
⑷地域コミュニティが活性化する。

④所掌なし 記入なし　
市民協働を行うにあたり、市民と行政がお互いの役割を理解し、それぞれの
特徴を生かしながら課題解決に取り組んでいくことが重要だと考える。

（法務担当）

単に行政の施策推進に市民団体等が関わるということだけでは「協働」の真価とはならない
と思われる。地方分権以降、地方公共団体には地域特性を生かした自治体経営やまちづく
りが希求されており、市民参画や合意形成の仕組みを強化することをもって、市民が主体的
に地域の課題に取り組む機会が増えることで、住民自治が深まり、地域の価値を地域で創
造するといった「市民主体」のまちづくりに資することとなると考える。

④所掌なし 特になし

市民協働により、地域のニーズや社会状況を速やかに、取り入れ潜在的な
政策課題の把握が可能となり、行政が迅速かつきめ細かに対応することがで
きる。限りある財源を効果的、効率的に活用するという視点を培い、新たな政
策を考えたり、課題解決型の組織に変革していく契機となると考える。

地域安全課

市だけで、事業を進めて行くには限界があり、市民の求めているものとズレが生じてしまう恐
れがある。そこで、市民参加のもと進めることによって、市民がより求めているもの、より必要
としているものへと事業を進めることができる。また、市民が参加することによって、開かれ
市政運営を展開することができるため、市民協働の推進が必要であると考える。

①現在実施 記入なし　 記入なし

職員課
・現在の地域課題の解決は、行政だけで行うことは難しいと思われるから。
（ex.フットワーク、きめ細やかな個別対応、専門知識、財政的制約、人的制約）

④所掌なし 記入なし　 記入なし

（人事給与制度担当）
・現在の地域課題の解決は、行政だけで行うことは難しいと思われるから。
（ex.フットワーク、きめ細やかな個別対応、専門知識、財政的制約、人的制約）

④所掌なし 記入なし　 記入なし

管財課 社会経済状況の変化、市民ニーズの多様化等 ④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

（検査担当） 記入なし ④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

市民課
小金井市においても他市同様、自治体のみで市民の要望等ニーズに答えられる時代は終
わり、市民との協働、知恵を借りて共に市政を企画運営する時代へと移行する必要性が求
められている。

④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

コミュニティ文化課
市民の暮らしやすいまちづくりを目指し、市民が求める新たなサービス等を実現するため、
市民と話し合い、知恵や活動と協調して、有益で暮らしやすいまちづくりを実現していくため。

② 現在＋将来
記入なし　 記入なし

市民協働に関する小金井市実態調査（全体調査票）結果

総務部

企画政策部

市民部



部 課 設問１　（なぜ必要か）
設問２

（実施状況）
設問３

（計画など）
設問４

（自由記入）

（文化施設開設担当）

行政サービスに対する市民ニーズが多様化・複雑化する一方、地域コミュニティが形骸化し
ている昨今において、高度化・専門化した課題を行政だけの力で解決することは困難になっ
ている。このような情勢の中、地域の特性を活かしたまちづくりを進めるためには、市民自ら
の創意工夫及び相互協力により主体的なまちづくりを進める必要があるため
また、高齢化社会に伴い、余暇活動を求める市民と、地域の力を必要とする行政の需要と
供給が一致するため

②現在＋将来 特になし 特になし

経済課

かつて「まち」の運営は行政で行う意識があったが、多様化する市民ニーズや新たな社会的
課題に対して行政だけでは応えきれない現状がある。様々な地域課題を解決するためには
行政が一元的に公共の担い手となるのではなく、市民や市民団体等がそれぞれの視点で取
り組み模索していくことが有効な手段であると考えられるため

①現在実施 １　産業振興プラン改訂版 記入なし

保険年金課 特にありません ④ 所掌なし 記入なし　 特にありません

市民税課

行政サービスに対する市民ニーズが複雑・多様化し、高度化・専門化した課題について、行
政だけでは解決が難しくなっているなか、その知識に長けている公益法人やＮＰＯなどの活
動が課題解決に効果を挙げている。より効果的にその活動を展開するためには、その自主
性を尊重し、相互理解のなか、市の施策を展開させていくことが求められていると考えるが、
当課の課税事務という所掌事務のなかでは、「市民協働」すべき業務は現時点では見当たら
ない。

④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

資産税課

持続的かつ長期的な市の発展のためには、多様化し高度化する市民ニーズを的確に捉え、
計画的な行政運営により課題を克服していく必要がある。しかし、旧来の行政だけでの施策
の推進や課題解決は困難な状況にもある。そのため市民等の独自の観点から「市民協働」
を基本原則として新たな課題に対応していかなければならないと考えるが、当課の所掌事務
としては現時点で関連は見当たらない。

④ 所掌なし 記入なし 記入なし

納税課 記入なし ④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

環境政策課

今日の環境問題を解決していくには、行政だけでなく市民、事業者、教育機関等が協力して
様々な問題に取組まなければならないため、市民参加と協働が必要と考えます。（環境係）
変わりゆく社会情勢や財政状況を考えると、行政サービスのありかたも変わらざるを得な
い。行政と市民とがお互いに助け合いながら自分達の住む町は皆で守ることが今後重要で
はないかと考えます。そのためにも市民協働の推進が必要と考えます。（緑と公園係）

①現在実施 １　小金井市環境基本計画 記入なし

ごみ対策課

更なる尐子高齢化社会への加速及び切迫した国、自治体の財政事情を見据えた場合、職
員の協働に対する意識向上、または市民活動との相互の理解を深め、有効、かつ効率的な
市政運営を行う必要があると考えている。
このため、ごみ排出量の抑制をはじめとする廃棄物減量施策に係る市民参加事業を継続
し、循環型社会の構築に向けた取組みを行いたい。

①現在実施 なし なし

（ごみ処理施設担当）

市民と市との協働については、近年の住民による自治意識の高まり等を背景に多くの地方
公共団体で様々な取り組みが進められ、当市においても市民参加条例の制定等、他団体に
先駆けた取り組みがなされてきた。また、当市では、市民参加の手法も多角的な視野から導
入されており、その意味から「協働」の深化を模索すべきことは意義深いものと考える。しか
し、ともすれば「協働」とは名ばかりで、双方がある種の結果だけを求めあう関係に陥りやす
い点もあり、真のパートナーシップを構築するためには、時間をかけて双方が話し合うなど信
頼関係の樹立が何よりも肝要である。未だ先行き不透明な社会情勢の中であるが、基本構
想の理念実現に向け、有意義な議論が展開されることを期待したい。

④ 所掌なし 該当なし 記入なし

（中間処理場担当） 記入なし ④所掌なし 記入なし　 記入なし

水道課 記入なし ④所掌なし　 記入なし　 記入なし

下水道課
市政をどのように運営するかによって，小金井市で生活する市民の暮らしは大きく左右され
る。市政に市民がどのようにかかわるかによって，市政運営のあり方は大きく変わってきま
す。したがって，市民の望むところを市政に積極的にいかしていくことが必要なため。

④所掌なし 該当なし 記入なし

地域福祉課

近隣関係が希薄化してきた中で、高齢者の孤独死、児童虐待等、様々な問題が起きてい
る。地域のつながりの強化、地域力の向上のためには、行政からのサービス提供だけでは
難しく、地域の方々の声を聞き、地域ごとの特色を生かした関係づくりを行うために、市民協
働を推進していく必要があると考える。

①現在実施 記入なし　 記入なし

障害福祉課

近年における多種多様な地域の課題について、行政だけで解決することに限界を感じてい
る。市民が持っている活力やアイデアを、今まで行政だけが担ってきた公共の分野にも積極
的に活かしていくことで、より柔軟に対応していくことが可能となる。また、市民においても責
任をもって発言・行動し、それぞれの得意分野を活かしながら積極的にまちづくりに関わって
いくことが求められていると感じる。

②現在＋将来

１　小金井市障害者計画
基本的方針「市民一人ひとりの理解と交流を育む意識づくり」
※これからの地域社会においては、それを構成するすべての一般
市民が互いに協力し、支え合うことによる地域福祉システムの確立
が不可欠です。こうした観点から、一般市民と行政との協働により、
地域に住むすべての人（障害のある人もない人も）が住みやすく、暮
らしやすい社会を築いていくため、障害特性や障害のある人を理解
し交流できる、地域福祉に主体的に取り組むことができる意識づくり
を推進します。

記入なし

介護福祉課

小金井市においても、高齢化が進み、近隣との付き合いの希薄さから高齢者が地域で孤立
してしまう現状がある。市ではこうした高齢者に対する活躍（活動）の場づくりも必要であり、
市民、老人クラブ、ＮＰＯ、町会・自治会などの活動や交流を支援するとともに、これからの市
民と行政との新しい協働の在り方を考え、協働によるまちづくりを推進する必要があると思
われるため。

①現在実施 該当なし 記入なし

市民部

福祉保健部

環境部



部 課 設問１　（なぜ必要か）
設問２

（実施状況）
設問３

（計画など）
設問４

（自由記入）

福祉保健部 健康課

行財政改革の中で、行政サービスの質の改革を進めてきたが、目的は財源不足の解消で
あったため、行政運営の仕組みや職員の意識の変革には至っていない。このまま行政のス
リム化を進めていくと、市民のニーズに適合した施策・事業の選択・決定はやがて限界に至
り、質の高い行政サービスを提供することが困難となることが予想される。市民が満足できる
地域づくりを進めるには、公（行政）と民（市民・自治会・各種団体・NPO・企業等）との役割分
担を見直した上で、対等の立場で協力し、一体となって「共に考え、共に行動する」仕組みづ
くりが必要と考える。

①現在実施 １　食育推進計画
市民協働に向けての見直しは、市民協働・公民連携等を基本とした地域を経
営する視点に立って進める必要がある。

子育て支援課

【市民・市民団体・企業等が持っているネットワーク力や情報力、企画力を生かし、行政に欠
けている発想等を補いつつ、市民の市民による市民のための市政を、行政との二人三脚で
実現していく必要がある。また、子育て支援との関連では、大都市で特に必要とされる子育
て支援の「地域の助け合い機能」構築に、市民協働がカギとなる可能性に期待がかかる。】

②現在＋将来
１　「のびゆくこどもプラン小金井」（小金井市次世代育成支援後期
行動計画）

【市民協働は、定義のとおり「市民及び市が対等の立場で連携協力する」こと
だとすれば、行政側の取り組みを進めるとともに、市民の中に「協働」へ向け
た気運の高まりとまとまりがどうしても必要です。市は、市民や市民団体との
パイプを常に太く密にしていく必要があります。】

保育課
市民の価値観や要求が多様で，その個性化が著しい今日において，市民の意見や要求を
的確かつ迅速に市政に反映させるために、市民から直接的に提案を受けたり、広く市民の
意見を受け入れるなどの方法が有効であると考えられるから。

④所掌なし 記入なし 特になし

児童青尐年課 市民自治・地域主権 ①現在実施 記入なし　
行政側と市民の側に「協働」意識のズレがあり、市民側が要求し、行政側が
実行する現状が多々あり、連携協力して実行するためには多くの課題があ
る。

都市計画課

高度化、専門化した地域課題や市民ニーズは、行政だけでは対応が困難である。　一方潜
在能力が高い本市の市民は、地域において重要な役割を果たすようになり、公共サービス
の新しい担い手として期待される。お互いを対等なパートナーとして協働関係を継続させるこ
とが求められる。

④所掌なし 略　 略

まちづくり推進課
地域の特性をいかした住みよいまちづくりを推進するために、市民自らの創意工夫及び市民
相互の協力により、主体的なまちづくりを推進し、実現するため

①現在実施 該当ありません 記入なし

道路管理課
幹線道路の車道部分については、委託で道路清掃を行っているが、歩道部分及び生活道路
や駅周辺は清掃が行われてない状況である。市民協働を推進して官民一体となって、小金
井市の道路をきれいにしていくことは必要なことだと考えています。

①現在実施 記入なし 記入なし

建築営繕課 記入なし ④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

交通対策課 記入なし ①現在実施 記載なし　 記入なし

再開発課 記入なし ④ 所掌なし 記入なし 記入なし

区画整理課 記入なし ④ 所掌なし 記入なし 特にありません。

会計管理者 会計課 記入なし ④ 所掌なし 記入なし　 記入なし

庶務課 校庭芝生事業においては、地域でのコミュニティー形成などに資するために必要とされています。①現在実施 １　特になし 特になし

学務課
行政としては、市民協働による適切な役割分担などの仕組みづくりをすることにより、一層質
の高い、きめの細かいサービスの提供が可能となる点で、市民協働を推進することが求めら
れていると考える。

④所掌なし 記入なし　 記入なし

指導室 市民の参加や理解を得るため。 ②現在＋将来 記入なし 記入なし

生涯学習課
市民一人一人が誇りと愛着を持てるまちづくりを進めるため。
多様化した市民ニーズへの対応をするため。
市民の参加意識が高まったため。

①現在実施

１　第2次小金井市生涯学習推進計画
２　小金井市玉川上水・小金井桜整備活用計画
３　小金井市史編さん大綱

特になし

（スポーツ振興担当）

市民の生活様式や価値観の多様化している現在、すべての市民が満足できる公共サービス
を提供することは困難である。市民の要求に対応するためには、市民と行政が一緒に市政
運営を進めていくことが効果的であり、そのためには、市民のニーズを反映した自主的な選
択に委ねられるのが理想である。

①現在実施 記入なし
体育施設では、協働事業の形態として指定管理を行っているが、経費が削減
できていれば導入効果が高いと考えるのか、利用者が増えれば、施設の効
用が高まった運営と考えるのか、評価が難しい面がある。

図書館
市民の生活様式や価値観が多様化している現在、全ての市民が満足できる公共サービスを
提供することは困難である。それらの要求に応えるためには、市民と行政が一緒に市政運
営を進めていくことが効果的であると思われる。

②現在＋将来 記入なし　 記入なし

公民館
市民の自主性、主体性を尊重する目的から、公民館基本方針において市民協働の推進が
決められている。このことから、一層の市民協働の推進を目指している。

②現在＋将来 記入なし 記入なし

記入なし ①現在実施 記入なし　 記入なし

記入なし ①現在実施 記入なし 記入なし

近年、児童虐待や独居高齢者の増加、無差別に一般市民が巻き込まれるような犯罪の多発
など、安心・安全に暮らせる地域社会の維持さえも容易ではない時代になっている。こうした
中で行政の限られた財源の中での画一的なザービスでは対応に限界がある。一方、市民の
中には地域社会のために役に立とうという意識を持っておられる方も尐なくなく、市とともに
活動いただける能力・資源を持ち合わせている。こうした状況下で地域の課題の解決に取り
組む市民やその団体等と協働することは、行政だけでは対応の困難な課題への柔軟な対応
や地域に根ざした新しい施策が期待される。

④　所掌なし 該当なし

市民協働には、学術・文化面も含めて幅広いものが想定されるところではあ
るが、地域社会で協働してもらえると最も効果のありそうな安心・安全なまち
づくりのための施策、例えば、児童・高齢者の見守り、安全パトロールなどに
特化して開始してはどうか。市民と協働するための会議に多大な時間と労力
を使い、具体的な実現が遅れることのないようにしていただきたい。

記入なし ④所掌なし 記入なし 記入なし

監査委員事務局

農業委員会事務局 

生涯学習部

学校教育部

開発事業本部

議会事務局　　　

選挙管理委員会事務局　

都市整備部

子ども家庭部
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部 課 係
番
号

１　協働事業名 ２　（１）協働事業の内容
２　（２）

分類（ア）
２　（２）

分類（イ）
3相手 4形態 5類型 ６始期 ７市の予算 ８全体予算 ９理由 １０関わり １１決め方 １２把握 １３評価 １４報告書 １５成果 １６課題

企画財政部 企画政策課

男女共同参画室 1
小金井市男女平
等情報誌「かたら
い」編集会議

小金井市男女平等情報誌「かた
らい」の誌面を作成

③広報
⑤調査

②社会教
⑧人権
⑩男女

⑪その他
公募市民

②实行委 ③民間 ①平成１２ ①１，１８０千円 ①１，１８０千円

④ノウハウ
⑥すそ野拡大
⑦市民の主
体性

①企画～ ④要綱 ①常に図る
①改善に
生かす

②無し ②一定 ⑨内容ー予算制約

男女共同参画室 2

小金井市男女平
等意識啓発事業
「こがねいパレッ
ト」实行委員会

「こがねいパレット」の企画および
实行

①講座
②イベント
③広報
⑧地域活動

②社会教
⑧人権
⑩男女

②ＮＰ法人
③市民団
⑪その他
公募市民

②实行委 ③民間

①前身の
女性フォ
ーラムは
昭和６２

①８１５千円 ①８１５千円

④ノウハウ
⑥すそ野拡大
⑦市民の主
体性

①企画～ ④要綱 ①常に図る
①改善に
生かす

②無し ②一定 ⑨内容ー予算制約

財政課

広報秘書課
広報係

（協働か不明だ
が・・）

3 声の広報収録

視覚障害者向けに、市報を朗読
ボランティアサークルに朗読して
もらい、テープに収録し、当該希
望者に配布している。

③　広報 ⑰その他 ⑤ボラ団体

⑧その他
（低額の
謝礼（１人
１日あたり
１２００円）
で収録に
協力　）

①市主体 ①昭和５２ ①１２０千円 ①１２０千円 ⑩従来から ②实施～ ⑦必要無し ①常に図る ②实施で ②無し ①成果 ⑫特に無し

情報システム課

総務部 総務課

地域安全課 防災消防係 4
自主防災組織補
助事業

自主防災組織の活動に補助金
や物品の貸与をすることにより、
地域における自主防災活動の促
進を図っている。

①講座
②イベン
③広報
④相談
⑥計画
⑧地域活動

③まちづ
⑥災害
⑦安全

⑥町会 ④補助 ③民間 ①昭和６１ ①１，５８１千円 ①１，５６０千円
⑦市民主体
性

②实施～ ②合意 ①常に図る ②实施で ①義務 ②一定 ⑫特に無し

職員課

管財課

市民課

文化推進係 5 協働推進事業

協働を推進していくため、市内に
あるＮＰＯ法人・ボランティア団
体・自治会等の市民活動団体等
が抱えている課題等を明らかに
し、また市民も行政も同じテーブ
ルの中で話し合い、市民に有益
な協働事業の展開につながる
ワークショップを实施する。

①講座
⑤調査

⑰その他
（協働の
推進を図
る事業

②ＮＰ法人 ③委託 ②市・民 ①平成２１ ①７,４１５千円 ①７,４１５千円

②内容充实
④ノウハウ
⑦市民主体
性

①企画～ ①文書 ①常に図る
①改善に
生かす

①義務 ①成果 ⑪継続見通し

文化推進係 6
市民協働支援セ
ンター準備室委
託事業

市民協働支援センター準備室
は、小金井市協働推進基本指針
に基づき、市民活動団体等と行
政との協働の支援、協働事業の
情報発信、市民活動団体等と行
政の間や市民活動団体等相互
間の協働ネットワークの形成の
支援等の業務や小金井市市民
協働のあり方等検討委員会事務
局の補助業務を行う。

②イベン
③広報
④相談
⑤調査
⑥立案

⑰その他
（　協働の
推進を図
る事業

①社福 ③委託 ②市・民 ①平成２１ ①３,４５０千円 ①３,４５０千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑦市民主体
性
⑧効率化

①企画～ ①文書 ①常に図る
①改善に
生かす

③その他
（準備室の
業務の内容
を適宜、報
告していた
だいてい
る。

①成果 ⑫特に無し

（法務担当）

市民部
コミュニティ文化課

市民協働に関する实態調査（Ａ調査票）結果

（行政経営担当）

（検査担当）

（人事給与制度担当）
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部 課 係
番
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１　協働事業名 ２　（１）協働事業の内容
２　（２）

分類（ア）
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文化推進係 7
小金井アートフ
ル・アクション！

小金井市芸術文化振興計画推
進事業
实行委員会にコミュニティ文化課
長、事務局に文化推進係担当職
員が参加している。

①講座
②イベン
③広報
④相談
⑤調査
⑩その他
（市の計画
の推進）

④学術・
文　⑪子
ども

②ＮＰ法人
③市民団
体
⑧学校

②实行委 ③民間 ①平成２１ ①２，５５０千円 ①２，５５０千円

②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑪その他（条
例制定、振興
計画策定段
階から共同研
究をしている
ため）

①企画～ ②合意 ①常に図る
①改善に
生かす

③その他
（義務付け
ていない
が、年度ご
との事業の
成果は報告
書に限らず
必ず提出し
てもらって
いる。）

②一定
③責任不明確
⑩成果ー予算制約
⑪継続見通し

文化推進係 8 国際交流事業

市内外国籍市民の方が小金井
市、日本での生活に理解を深め
ていただき、また、地域の外国人
同士及び日本人との交流の促進
を目的に、市内国際交流団体等
と協働して、事業を实施してい
る。逆に市民の方々にも国際理
解を深めていただくため、講座も
实施している。

①講座
②イベン

⑰その他
（国際交
流事業）

③市民団
体

⑧その他
（特に形
態にはと
らわれて
いない。
連絡会を
組織して
いる）

②市・民 ①平成２１ ①１４４千円 ②不明

①より多く
②内容充实
④ノウハウ
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

①企画～ ②合意 ①常に図る
①改善に
生かす

③その他
（現段階で
は、報告書
等の提出の
必要性を感
じていな
い。）

③改善

②分担あいまい
③責任不明確
⑨内容ー予算制約
⑬その他（国際交流
団体等の役員の高
齢化）

文化推進係 9
三宅村友好都市
交流事業

・懇親会の開催
・三宅の旅（小金井三宅島友好
協会主催）の広報

②イベン
③広報

⑰その他
（友好都
市交流事
業）

⑪その他
（小金井三
宅島友好
協会）

①共催
（懇親会）

④補助
（三宅の
旅）

②市・民
（懇親会）

③民間
（三宅の
旅）

②不明 ①１，０６７千円

①３，６４７千円
（協会２，５８０
千円+市１，０６
７千円）

①より多く
④ノウハウ
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

②实施～
（懇親会）

③賛同
（三宅の
旅）

②合意 ①常に図る ②实施で ①義務 ③改善
⑬その他
（協会役員の高齢化
）

文化推進係 10 市民まつり事業

・補助金交付
・いくつかの部門の事務局担当
・ごみ処理、広報宣伝関与

②イベン
⑧地域活動

②社会教
③まちづ
④学術・
文
⑪こども
⑭経済
⑯消費者

①社福
②ＮＰ法人
③市民団
体④公益
⑤ボラ団体
⑨商店等
⑩企業
⑪その他
（東京むさ
し農業協同
組合小金
井支店）

②实行委
④補助
⑥後援

②市・民 ①昭和48 ①13,950千円 ①21,815千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
⑤方向性一
致
⑦市民主体
性
⑨経費節減

③賛同 ③定期的 ③適切
①改善に
生かす

①義務 ①成果

①意思疎通△
④迅速でない
⑨内容ー予算制約
⑩成果ー予算制約

11
小金井市民交流
センター開館プレ
イベント

ア) 公演企画のいろはを学ぶ入
門セミナーの開催
イ)　江戸東京たてもの園と共催
し、市民向けのコンサート及び
ワークショップ並びに「かっぽれ」
の实演を開催
ウ)　市民レセプショニストを育成
するレセプショニスト育成セミ
ナーの開催

①講座
②イベン

④学術・
文

③市民団
体
⑪その他
（㈶東京都
歴史文化
財団（江戸
東京たても
の園）、
公募市民

①共催
②实行委

②市・民 ①平成１８ ①３，５９５千円 ②不明

①より多く
②内容充实
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

②实施～ ②合意 ③適切

⑤その他
（当該協働
事業の内
容からアン
ケート評価
を实施し、
事業内容
の改善に
活かして
いる。）

①義務

⑤その
他（小金
井市民
交流セ
ンターの
開館プ
レイベン
トであ
り、開館
後に成
果が表
れてくる
ものと考
える。

⑫特に無し

経済課 消費生活係 12
消費生活展
（なかよし市民ま
つり消費者部門）

なかよし市民まつり消費者部門
の行事として市民の交流を深
め、いこいの広場を確保し、もっ
て市民生活と文化の向上を図る
ため市民から实行委員を募集
し、实行委員会の事務局となって
いる。

②イベン
⑧地域活動

①保健
⑤環境
⑭経済
⑯消費者

②ＮＰ法人
③市民団
体
⑨商店等
⑪その他
（農家）

②实行委 ③民間 ①昭和４２ ②無し ①５００千円

②内容充实
⑤方向性一
致
⑦市民主体
性
⑩従来から

①企画～ ③定期的 ①常に図る
①改善に
生かす

①義務 ②一定 ⑥質向上

（文化施設開設担当）

コミュニティ文化課

市民部
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部 課 係
番
号

１　協働事業名 ２　（１）協働事業の内容
２　（２）
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産業振興係 13
市民起業支援事
業

小金井市産業振興プランで提案
された小金井らしい新しい地域
産業の創出を図るコミュニティ・ビ
ジネス（生活支援産業）の一環と
して起業サポートの中間組織で
あるＮＰＯ法人カッセＫＯＧＡＮＥＩ
市民起業サポートセンターに平
成１８年度～平成２０年度は起業
セミナー開催、起業相談の实施、
起業情報の発信等の各種事業を
委託。平成２１年度以降は起業
や創業に興味・関心がある者や
起業・創業準備者等を対象に市
内で起業・創業に向けた实践的
研修事業の实施を委託してい
る。

①講座
②イベン
③広報
④相談
⑥計画

⑭経済 ②NP法人 ③委託 ②市・民 ①平成１８ ①３，０００千円 ①３，０００千円

②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大

①企画～

⑧その他（話
し合いにより
双方合意のも
と、分担を決
定したうえで
委託契約を实
施している。）

①常に図る
①改善に
生かす

①義務 ④改善
⑦確信持てない
⑪継続見通し

産業振興係 14
地域資源活用プ
ロジェクト

江戸東京たてもの園を中心にし
て「江戸東京」をキーワードに農
業者が江戸東京野菜を復活栽培
し、商業・飲食業者がこの伝統野
菜で名物料理をつくりまちの賑わ
いを創出する、という商農連携に
よるまちおこし事業。当事業に係
る实施（推進組織の運営支援、イ
ベント開催、広報等）を入札によ
り株式会社に委託している。

①講座
②イベン
③広報
⑤調査
⑥計画

⑭経済

②NP法人
③市民団
体
④公益
⑨商店等
⑪その他
（学生グ
ループ、個
人)

②实行委
③委託

②市・民 ①平成１８ ①３，１５０千円 ①３，１５０千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

①企画～ ③定期的 ①常に図る
①改善に
生かす

③その他
（委託先に
は報告書の
提出を契約
の中で義務
付けてい
る）

②一定 ⑫特に無し

産業振興係 15
産業振興プラン

推進事業

市産業振興プラン（改定版）の推
進組織事務所「黄金井の里」（商
工会組織）を拠点として商業団体
等参加の運営委員会形式により
プランの重点施策の实施支援、
他団体との連携・調整、各事業
の評価・見直し等プラン全体の進
行管理を行う。

②イベン
③広報
④相談
⑤調査
⑥計画
⑦施設
⑧地域活動
⑨役務

⑭経済

④公益
⑨商店等
⑪その他
（個人、グ
ループ)

②实行委
④補助

②市・民 ①平成２１ ①７，３００千円 ①８，５６０千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

①企画～

⑧（实行委員
会については
③、事業その
ものは公益法
人商工会へ
の補助事業
のため①）

⑥その他
（①の他に
市職員２名
を推進室に
配置、常時
事業の進行
に携わって
いる）

①改善に
生かす

①義務 ③改善 ⑥質向上

産業振興係 16 小金井市農業祭

野菜、果樹、植木等を農家が持
ち寄り、品評会を行う。また、野
菜や果樹作った宝船の展示・無
料配布、野菜や植木の即売会や
三宅島物産展等も行う。
主催は農業者で構成する団体
「小金井市農業振興連合会（市と
ＪＡが共同事務局）」が实行委員
会（市とＪＡが共同事務局）を立ち
上げ運営している。

②イベ

⑰その他
（農業振
興を図る
事業)

③市民団
体
⑪その他
（農業協同
組合）

②实行委 ②市・民
①昭和２５
年

①１，６０８千円 ①３，４８３千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性
⑧効率化
⑨経費削減
⑩従来から

①企画～ ③定期的 ①常に図る
①改善に
生かす

③その他
（实行委員
会で毎年反
省点をまと
めている）

②一定 ③責任不明

保険年金課

市民税課

資産税課 　

納税課

環境係 17
環境市民会議補
助金

小金井市環境基本条例第２７条
に基づくもの。小金井市環境基
本計画の各種取組の展開

①講座
②イベン
③広報
⑤調査
⑧地域活動

②社会教
育
③まちづ
⑤環境
⑪子ども

②ＮＰ法人
③市民団
体
⑧学校
⑨商店
⑩企業

①共催 ②市・民 ①平成17 ①６００千円 ①９１０千円

①より多く
②内容充实
④ノウハウ
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性
⑩従来

①企画～ ②合意 ①常に図る
①改善に
生かす

①義務 ②一定
⑥質向上
⑨内容ー予算制約

緑と公園係 18
公園花壇ボラン
ティア事業

団体数　３団体
　市内の公園に花壇を設置して１
年を通して花壇の管理を行って
いる。
　市の協働事業として、用具の提
供や花苗の提供を行っている。

⑦施設 ⑤環境 ⑤ボラ団体 ⑦アダプト ②市・民 ①平成２０ ①４２３千円 ①４２３千円

⑪　その他
（市が企画し
協働相手の
賛同をえて实
施している。）

①企画～ ①文書 ①常に図る
①改善に
生かす

②無し ②一定 ⑫特に無し

環境部 環境政策課

経済課

市民部
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部 課 係
番
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緑と公園係 19

梶野公園開園イ
ベント及び公園
ルール作りと育
む会ワークショッ
プ事業

梶野公園の開園に伴い開園イベ
ントの開催に伴う催しの検討及
び開園後の公園のルール作りを
検討する。
　市の協働事業として、コンサル
タントに委託して、検討会を開催
して　検討している。

②イベン
⑦施設

⑰　その
他（イベン
ト開催に
関する事
業）

⑩企業
⑪その他
（参加募集
による市
民）

⑧その他
（参加募
集による
市民）

①市主体 ①平成２２ ①５，２０８千円 ①５，２０８千円
④ノウハウ
⑦市民主体
性

①企画～

⑧その他（委
託業者、市
民、行政が話
し合いにより
決定してい
る。）

①常に図る
①改善に
生かす

②一定

⑬その他
（協働にあたり参加
者の確保が大変で
ある。）

緑と公園係 20
環境美化サポー
ター制度事業

団体数　１０団体
　市内の公園・広場を年間６回以
上清掃等を行っている。
　市の協働事業として、清掃用具
（ボランティア保険、ほうき、ちりと
り、ごみばさみ、軍手、ベスト等）
の提供を行っている

⑦施設 ⑤環境
⑤ボラ団体
⑥町会

⑦アダプト ②市・民 ①平成２０ ①４１９千円 ①４１９千円

⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑨経費節減

④その他
（市が企画
立案し協働
事業者が
賛同して行
うものであ
る。）

①文書 ②遂行中
①改善に
生かす

①義務 ②一定 ⑫特に無し

緑と公園係 21
子ども会公園清
掃協力事業

団体数　７団体
　市内の公園７箇所を子供会に
より清掃活動をおこなっている。
　市の協働事業として、公園面
積、清掃回数に応じて、協力金
（上限あり）支払っている。

⑦施設

②社会教
育　⑤環
境
⑪子ども

⑪その他
（子供会）

⑧その他
（子供会）

③民間 ②不明 ①８８千円 ①８８千円

⑩従来から
⑪その他（子
どもの社会参
加や、環境学
習の一環の
為）

④その他
（市が企画
立案し協働
事業者が
賛同して行
うものであ
る。）

①文書 ⑤必要無
①改善に
生かす

①義務 ②一定 ⑫特に無し

緑と公園係 22

障害者団体公園
清掃委託事業
障害者団体公園
砂場清掃委託事
業
障害者団体便所
清掃委託事業

（清掃５団体）
　障害者団体に市内の３３箇所
の公園清掃を委託している。
　（砂場清掃５団体）
　障害者団体に市内の２８箇所
の公園の砂場清掃を委託してい
る。
　（便所清掃３団体）
　市内の８箇所の便所清掃を委
託している。
　市の協働事業として、委託料を
支払っている。

⑦施設
①保健
⑮雇用

①社福
②ＮＰ法人

③委託 ②市・民 ①平成２０ ①５，５７８千円 ①５，５７８千円

⑤方向性一
致
⑪その他（障
害者の社会
復帰や社会
貢献に必要な
ため）

③賛同 ①文書 ①常に図る
①改善に
生かす

①義務 ①成果 ⑩成果ー予算制約

緑と公園係 23
剪定ボランティア
事業

会員数は３３名
　市内の公園・広場・緑地を年間
２０回樹木の剪定を行う。
　市の協働事業として、会員への
ボランティ保険や剪定した樹木の
枝木を回収して処理するための
業者委託をしている。

⑦施設 ⑤環境 ⑤ボラ団体 ⑦アダプト ②市・民 ①平成１４ ① １,１０３千円 ① １,１０３千円

⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑨経費節減

③賛同 ①文書 ①常に図る
①改善に
生かす

②無し ①成果 ⑫特に無し

清掃係 24
ごみゼロ化推進
会議運営事業

事務局の運営（総会、役員会の
開催（年１回）、運営委員会、全
体会の開催（随時）、講演会、ご
み処理施設見学会の实施（年数
回））
市民まつり、環境博覧会ｉｎ小金
井等でのごみ啓発活動の实施
その他、各種ごみ減量キャン
ペーンの实施準備

①講座
②イベン
③広報
⑧地域活動

⑤環境
⑤ボラ団体
⑥町会
⑨商店等

①共催 ②市・民 ①平成１８ ①２０２千円 ①２０２千円

①より多く
②内容充实
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性
⑩従来

①企画～ ③定期的 ①常に図る ②实施で ②無し ③改善

①意思疎通△
⑬その他（ごみ非常
事態宣言の下、ごみ
減量という抽象的か
つデリケートな問題
について取り組んで
いるので、行政の出
来る事、出来ない事
があり、意思疎通を
密にしながら今後も
既存、新規の事業を
進めていく必要があ
る）

清掃係 25
夏休み生ごみ市
民投入事業

学校の夏休み期間中、生ごみ処
理機の有効利用を目的として、
市民に家庭生ごみを投入しても
らう事業で、町会・自治会ボラン
ティアに処理機の投入管理者を
していただいている。市のごみ減
量策のひとつとしている。

③広報
⑦施設
⑨役務

⑰その他
（ごみの
減量を図
る事業）

⑥町会
⑪その他

⑧その他
（市の事
業）

②市・民 ①平成１８ ①０千円 ①０千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性
⑩従来

①企画～

⑧その他（市
の役割とボラ
ンティアの役
割を決めては
いるが文書は
取り交わして
いない。）

①常に図る
①改善に
生かす

①義務 ①成果

⑬その他（事業のボ
ランティア化は当事
業において密接不可
分であるが事業の継
続性や拡大には職
員の負担が大きく、
市民の期待も担当
職員が替わったら事
業も変わってしまうと
いう不安も持ってい
るようだ。）

環境政策課

環境部

ごみ対策課
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水道課

下水道課

地域福祉係 26
災害時要援護者
支援プラン作成
事業

市で災害時に支援が必要と考え
られる人の名簿を作成し、関係
機関と共有する中で、民生委員
にも情報提供をする。名簿登録
者宅を民生委員が訪問し、家庭
状況等に応じて、支援が必要な
人に個人票（申請書）を記載して
もらう。小金井市民生委員児童
委員協議会では、「災害時ひとり
も見逃さない運動」として、個人
票を記載してもらった要援護者に
ついて、災害時に安否確認を行
う。個人票の情報については、市
にも提供してもらい、個別支援プ
ランを作成するための基礎資料
とする。今後は、モデル地区を選
定し、個別支援プランの作成を行
う。

⑧地域活動 ⑥災害

⑪その他
（小金井市
民生委員
児童委員
協議会）

①共催 ②市・民 ①平成２１ ①１，９８５千円 ①２，０３５千円
③市だけ×
⑤方向性一
致

①企画～

⑧その他
（双方で要綱
を制定し、目
的、役割分担
等について
は、定期的に
話し合いを
行っている。）

①常に図る
①改善
生かす

①義務 ①成果 ②分担あいまい

地域福祉係 27
地域福祉ファシリ
テーター養成講
座

ルーテル学院大学、小金井市、
三鷹市、武蔵野市、及び３市社
会福祉協議会の７者が協働し、
自らが住む地域を大切に思い、
その福祉に貢献する意欲のある
住民の方々を対象に、「地域福
祉ファシリテーター」として養成す
ることを目的とした講座の实施。

①講座 ①保健
①社福
⑧学校

①共催 ②市・民 ①平成２１ ①３５２千円 ①１，０５６千円 ④ノウハウ ①企画～

①文書
⑧その他（協
働７者による
話し合いが行
われ、目的や
役割分担等
は仕様書に定
めている。）

③適切
①改善
生かす

①義務 ①成果

⑬その他（本事業を
受講後、受講者が地
域に戻り活動を行っ
ているが、その取組
み内容等について、
今後も検討が必要）

障害福祉係 28 日曜クラブ

本事業は、特別支援学級又は特
別支援学校に在籍する児童及び
生徒等に、工作、ゲーム等の「日
曜クラブ」事業の活動を通じ、市
民及びボランティアと交流する機
会を提供し、余暇活動の充实を
図ること、及び保護者の負担を
一時的に軽減することを目的とし
ている。实施主体は小金井市と
するが、運営は社会福祉法人等
に委託することが可能。（平成２０
年度より㈳雲柱社に委託）

②イベン ①保健
①社福
⑤ボラ団体

③委託 ③民間

①平成２０
年度（現在
の委託形
式以前、事
業自体は
昭和５１年
度より实行
委員会形
式による補
助事業にて
实施）

①８６０千円 ①８６０千円 ④ノウハウ ①企画～

⑧その他（補
助事業から委
託事業へ移
行する際に協
働の相手方と
協議を行い、
目的や役割
分担について
は要綱及び仕
様書にて決定
した。）

①常に図る

①改善
生かす
（年１回の
会計報告）

①義務 ③改善 ⑨内容ー予算制約

障害福祉係 29 太陽のひろば

障害者（児）を中心として、一般
市民が交流することにより、障害
者（児）に対する理解を深めると
ともに、日頃レクリエーションの機
会が尐ない障害のある人が参加
し楽しめる場の提供を目的とし、
社会福祉協議会が实施する市の
補助事業である。

③　広報 ①保健

①社福
②ＮＰ法人
③市民団
体
⑤ボラ団体

④補助 ③民間 ①昭和５１ ①８４千円 ①未定

①より多く
②内容充实
④ノウハウ
⑦市民主体
性

①企画～
⑧その他（補
助金の支出
のみ）

⑥その他
（補助金の
交付申請・
实績報告書
の提出　）

②实施で ①義務 ②一定 ⑩成果―予算制約

障害福祉係 30 障害者週間

障害者基本法において、障害の
ある方に対する国民の理解と関
心を深め、障害のある方の社会
参加への意欲を高めるため、毎
年１２月３日から１２月９日までの
一週間を「障害者週間」とするこ
とが定められている。この趣旨を
踏まえ、本市では小金井市障害
者週間实施要領に基づき、障害
者週間实行委員会を結成し、「共
に生きるやさしいまち」をテーマ
に、ポスター掲示、特別講演会、
イベントなどを实施している。

②イベン
③広報
⑧地域活動

①保健

①社福
②ＮＰ法人
③市民団
体
⑨商店等
⑪その他
（駅舎等）

②实行委 ②市・民 ①平成１６ ①８３千円 ①８３千円
②内容充实
④ノウハウ

①企画～ ②合意 ①常に図る
①改善
生かす

②無し ②一定 ⑩成果―予算制約

環境部

障害福祉課

福祉保健部

（中間処理場担当）

（ごみ処理施設担当）

地域福祉課
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障害福祉係 31
精神保健福祉ボ
ランティア養成講
座

小金井市社会福祉協議会で事
業化した精神保健福祉のボラン
ティア養成事業について、市との
協働事業として位置づけ、人員
協力及び経費の一部を助成する
ことにより、ボランティア育成の拡
大を図ることを目的とする。

①講座
③広報
④相談
⑥立案

①保健
①社福
②ＮＰ法人
⑤ボラ団体

①共催 ③民間 ①平成１４ ①１０８千円 ①１１４千円

②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致

①企画～ ①文書 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ②一定 ⑨内容ー予算制約

障害福祉係 32
知的障害者移動
支援従事者養成
研修講座

本事業を主催している当該団体
は、障害者自立支援法の地域生
活支援事業中、移動支援を行っ
ている団体である。知的障害者
がいきいきと生活できるよう行動
範囲の拡充に努めており、講座
の開催を通して移動支援事業に
携わるガイドヘルパーの養成を
意図したものであり、市としても
積極的に支援を行っている。

①講座 ①保健 ①社福 ⑥後援 ③民間 ②不明 ②無し ②不明
④ノウハウ
⑤方向性一
致

③賛同 ⑦必要無し ②遂行中 ②实施で ①義務 ②一定 ⑫特になし

高齢福祉係 33 敬老会

毎年９月中旬の日曜日に、敬老
会式典、健康体操指導、プロ出
演者による演芸、歌謡ショーを開
催。また、来場者には会場で記
念品を配布している。

②イベン
④学術・
文

⑪その他
社団法人

③委託 ③民間 ①平成８ ①６，２４８千円
①９，５９３　千
円

②内容充实
③市だけ×
⑤方向性一
致

①企画～ ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ①成果 ⑫特になし

包括支援係 34 介護予防体操

体操のリーダーを市が募集し、
養成講座を行う。地域包括支援
センターを申込みの窓口とし、介
護予防事業の卒業生等（介護保
険の認定がない方）を対象に市
内７カ所でリーダーのもと体操を
实施する。その他、リーダーには
交流会や研修を市が实施する。

⑧地域活動 ①保健

①社福
④公益
⑥町会
⑧学校
⑪その他
(市民）

①共催 ①市主体 ①平成２１ ①８６６千円 ①１，３４７千円

①より多く
②内容充实
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

①企画～

⑧その他（ス
タートして２年
目（準備も入れ
ると３年目）で
立ち上がった
ばかりのため、
内容も検討し
つつ変化して
いる。予算化で
きた部分につ
いては仕様書
を作成してい
る。）

①常に図る
①改善
生かす

①義務 ③改善

②分担あいまい
⑨内容ー予算制約
⑬その他
・拡大したいが場所
の確保が困難。
・効果はあるもの
の、参加人数が大規
模ではないため介護
認定の申請数抑制
という費用効果まで
は至らない。長いス
パンでみていく必要
性がある。

包括支援係 35
高齢者地域自立
支援ネットワーク
事業

地域の多様な社会資源を活用
し、地域包括支援センターを核と
したネットワークを推進すること
により、ひとりぐらし高齢者等が
住み慣れた地域で安心し、自立
した生活を継続できるように支援
する。市は関係機関と調整を行
う。必要に応じ、協力員の要請を
行う。支援に必要な情報を把握
し、支援センターに提供する。

③広報
⑧地域活動

①保健
③まちづ
⑦地域安
全

①社福
③市民団
体
⑥町会
⑨商店街
⑩企業
⑪その他
（市民　）

③委託 ②市・民 ①平成１５

③算定不能
（包括支援事業
全体の中の一
部であり、本事
業のみで独立
して予算を編成
していないた
め）

②不明
③市だけ×
④ノウハウ

②实施～ ②合意 ①常に図る ②实施で ①義務 ②一定
①意思疎通△
②分担あいまい

包括支援係 36
高齢者地域福祉
ネットワーク支援
事業

民生委員と地域住民の相互協力
関係を円滑に、効果的かつ継続
的に維持するための支援体制を
整備。介護福祉課に事務局を置
き、社会福祉の知識を有する非
常勤職員を配置する。具体的な
支援内容としては、①委員会３回
／年、地区別委員会２４回／年
の開催における調整と会議への
出席。②要援護高齢者の個人票
の保管・点検を行う。③福祉サー
ビス等の情報の収集、提供に関
すること。

③広報
⑧地域活動

①保健
⑥災害
⑦地域安
全

①社福
④公益
⑪その他
（市民、民
生委員）

①共催 ②市・民 ①平成６ ①２，９０３千円 ①２，９０３千円

③市だけ×
⑪その他
（民生委員か
らの要望があ
り非常勤職員
を配置するこ
ととなった）

①企画～ ④要綱 ①常に図る
①改善生
か

①義務 ②一定 ⑪継続見通し

健康係 37 ブックスタート

乳児と保護者が絵本を介して触
れ合い、楽しいひとときを持つこ
とを支援するために、３～４か月
児健診時に、地域ボランティアよ
りブックスタートの趣旨等の説明
とともに絵本を配布する。

③広報
①保健
⑪子ども

⑤ボラ団体 ①共催 ③民間 ①平成１５ ①４８８千円 ①４８８千円 ④ノウハウ ③賛同 ⑦必要無し ②遂行中 ②实施で ②無し ②一定 ⑫特になし

健康係 38 献血推進事業
献血思想の普及・啓発を図り、献
血事業を推進するために補助金
を交付している。

③広報 ①保健 ⑤ボラ団体 ②实行委 ③民間 ①昭和５５ ①３００千円 ①４６０千円

②内容充实
③市だけ×
⑧事業の効
率化

③賛同 ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ①成果 ⑫特になし

健康係 39
食育ホームペー
ジ編集事業

食育ホームページ編集委員会が
健康課と協議し、食育ホーム
ページの企画、編集、原稿執筆、
取材等の活動を行う。

③広報
⑧地域活動

①保健
③まちづ
⑪子ども

⑤ボラ団体 ①共催 ②市・民 ①平成２０ ②無し ①０千円

②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すそ野拡大
⑦市民主体
性

①企画～ ②合意 ①常に図る
①改善
生かす

②無し ①成果 ⑩成果―予算制約

障害福祉課

福祉保健部

健康課

介護福祉課
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福祉保健部 健康課 健康係 40
薬物乱用防止推
進事業

薬物乱用防止のための啓発活
動を推進するため、街頭啓発活
動や各種集会、会合における講
演等の開催を行う。市は、事務
局として運営に携わっている。

①講座
②イベン
③広報

①保健
②社会教
⑪子ども

⑤ボラ団体 ②实行委 ③民間 ①平成１３ ②無し ①４９３千円
②内容充实
③市だけ×

①企画～ ①文書 ①常に図る ②实施で

③その他
（報告書
は、東京都
への提出及
び会員向け
に作成して
いるが、あ
らためて市
への提出は
していな
い。ただし、
事務局とし
て市が保管
をしている。

①成果 ⑩成果―予算制約

子育て支援課 子育て支援係 41
育児支援ヘル
パー派遣事業

【ＮＰＯ団体への委託事業】
　家事・育児が困難な状況にある
家庭に対して育児支援ヘルパー
を派遣する。
行政のコーディネート（対象家庭
との調整）を介して、ＮＰＯとの連
携で支援を行う。

④相談
⑨役務

①保健 ②ＮＰ法人 ③委託 ①市主体 ①平成１９ ①１,６９０千円 ①１,７５６千円
③市だけ×
④ノウハウ

②实施～

⑧その他（实
施報告書や
市が主催する
連絡会・研修
会等でＮＰＯ
で団体との調
整を行ってい
る）

④不十分 ④不十分 ①義務 ③改善

①意思疎通△
⑥質向上
⑬その他（委託業務
として事業を实施し
ているため、双方に
「協働」という対等な
立場での意識が定
着していない。

保育課

児童青尐年課 児童青尐年係 42
小金井市子ども
週間行事

５月1日から７日までを「子ども週
間」とし、次代を担う子どもたちが
心身ともに健やかに、かつ、たく
ましく成長することを願うととも
に、すべての人が子どもの幸せ
を考える契機となるような事業を
实施する。

②イベン ⑪子ども

⑪その他
青尐年健
全育成地
区委員、子
供会育成
連合会

②实行委 ②市・民 ①昭和４８ ①１,６８０千円 ②　不明

②内容充实
③市だけ×
⑥すその拡大
⑩従来から

③賛同 ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

③　その他
（任意での
提出を依頼
している）

②一定
③責任不明
⑥質向上

都市計画課

まちづくり推進課 まちづくり係 43
東大通りまちづく
り検討
協議会

都道３・４・１１号線（東大通り）拡
幅工事に伴い、道路整備・沿道
共に魅力ある「楽しくて・安心・安
全」なまちづくりを行う。市は市民
発意のまちづくりを支援する立場
から、小金井市まちづくり条例に
もとづき、地区まちづくり準備会
の認定を行い、運営費及び活動
に要する経費の助成を行ってい
る。

⑥立案 ③まち ⑨商店等 ②实行委 ③民間 ①平成２１ ①４０千円 ②　不明

⑪その他（市
民発意のまち
づくりを条例
にもとづき支
援しているた
め

③賛同

⑧その他（ま
ちづくり条例
にもとづき支
援している。）

①常に図る ②实施で ①義務 ②一定 ⑫特に無し

まちづくり推進課 まちづくり係 44
武蔵小金井駅北
口再生協議会

武蔵小金井駅北口再生協議会
は、武蔵小金井駅の南北が一体
となるような「回遊性のあるまち
づくり」を目指し、市民、地権者、
商店主及び商店会等が連携、協
働して、北口地区の魅力とにぎ
わいの再生を図り、市民生活の
質の向上に貢献することを目的
としている。市は市民発意のまち
づくりを支援する立場から、まち
づくり調査委託業務を民間コンサ
ルタントに発注し「１現況及び課
題の整理、２まちづくり手法の検
証及び検討、３協議会運営支援」
を行っているところである。

④相談
⑤調査
⑥立案

③まち ⑨商店等 ④補助 ③民間 ①平成２０ ①７，９４８千円 ②　不明

⑦市民の主
体性
⑪その他（市
民発意のまち
づくりを市が
支援している
ため。）

③賛同 ②合意 ①常に図る
③必要無
し

②無し ②一定 ⑫特に無し

道路管理課 道路管理係 45
道路等美化サ
ポーター制度事
業

市管理の道路清掃を中心とした
環境美化活動への作業に要する
用具等の消耗品を提供

⑧地域活動 ⑤環境

②ＮＰ法人
④公益
⑤ボラ団体
⑨商店等

⑦アダプト ③民間 ①平成２０ ①２４１千円 ①２４１千円

①より多く
②内容充实
⑤方向性一
致
⑦市民の主
体性
⑨経費節減

②实施～ ①文書 ②遂行中 ②实施で ①義務 ③改善

⑬その他
（地域的、年齢的構
成に偏りがあり、広
範な活動参加とそれ
に向けた啓発活動
が必要）

都市整備部

子ども家庭部
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建築営繕課

交通対策係 46
駅前放置自転車
クリーンキャン
ペーン

小金井市駅周辺放置自転車対
策協議会委員によるキャンペー
ン活動
全国規模で年に１度、１週間实
施
市長も参加して委員とともにＰＲ
活動を行なっている

③広報

③まちづ
⑤環境
⑦地域安
全

⑥町会
⑨商店等

②实行委

①市主体
（都道府県
主導による
全国展開
のキャン
ペーン）

①昭和５９ ②無し ②不明
①より多く
⑥すそ野拡大

④その他
（都の企
画・立案
を、市が協
働事業の
相手方に提
案し賛同を
得て实施）

③定期的 ⑤必要無 ②实施で ②無し ②一定 ⑫特に無し

交通対策係 47
交通安全運動市
内広報

全国規模で年２回（春・秋）实施
する交通安全運動期間中に、広
報車により市内の広報活動を行
なっている。この際使用する広報
テープを市立中学校に依頼し
て、中学生の声で吹き込んでも
らっている。

③広報
⑧地域活動

⑰その他
（交通安
全事業）

⑧学校

⑧その他
（市立中
学校に順
番で協力
してもらっ
ている。）

①市主体 ①平成１９ ②無し ②不明
①より多く
⑥すそ野拡大

④その他
（市（交通
安全推進
協議会）が
企画・作成
した広報原
稿を基に、
中学生が
テープを作
成してい
る。）

③定期的 ⑤必要無 ②实施で ②無し ②一定 ⑫特に無し

交通対策係 48
市立小学校の通
学路安全点検

市立小学校全９校の通学路につ
いて、市、警察、学校、ＰＡＴの協
働により、道路の交通安全や防
犯上の安全を確保することを目
的として实施している

⑧地域活動

⑦地域安
全　⑰そ
の他
（交通安
全事業）

⑦ＰＴＡ
⑧学校
⑪その他
（小金井警
察署）

①共催 ①市主体 ②不明 ②無し ②不明
②内容充实
⑦市民主体
性

①企画～ ③綱領 ③適切 ③必要無

③その他
（報告書は
市が作成
し、協働相
手に対して
提出してい
る。

②一定 ⑫特に無し

開発事業本部 再開発課

区画整理課

会計管理 会計課

庶務課 施設係 49
校庭芝生の維持
管理事業

「東京都公立学校運動場芝生化
事業補助金」により整備された校
庭の芝生について、児童、保護
者、地域住民等との協働により
維持管理を行う。

⑦施設
⑧地域活動

⑤環境
⑪子ども

⑤ボラ団体
⑥町会
⑦ＰＴＡ
⑪その他
（校庭開放
利用団体）

⑦アダプト

④その他
（事務局は
学校に設
置）

①平成２１ ①３６千円 ①２，８１７千円 ⑨経費 ②实施～ ②合意 ②遂行中に ②实施で ②無し ②一定
③責任不明確
⑨内容ー予算制約

学務課

指導室 指導係 50 教育フォーラム

ＰＴＡ連合会と共催して、教育研
究を広く保護者や地域の方に紹
介するとともに、子育てや教区に
役立つ情報提供を行う。

①講座
⑤調査

④学術・
文
⑪子ども

⑦ＰＴＡ
⑧学校等

①共催 ②市・民 ①平成１８ ①３０千万 ①６０千万
②内容充实
⑤方向性一
致

①企画～ ②合意 ①常に図る ②实施で ②無し ②一定
⑬その他
(参加者が尐ない)

生涯学習係 51
成人の日記念行
事

成人式の運営について、新成人
を中心として、实行委員会として
企画運営する。地域活動の団体
なども協力頂き、式典を实施す
る。

②イベン ②社会教

⑤ボラ団体
⑪その他
（市民な
ど、新成
人）

①共催
②实行委

②市・民 ②不明 ①１，５５７千円 ①１，５５７千円

①より多く
②内容充实
⑤方向性一
致
⑦市民主体
性

①企画～ ③定期的 ①常に図る ②实施で ②無し ②一定
⑨内容ー予算制約
⑬その他（協働する
新成人が尐ない点）

生涯学習係 52
心身障害児学校
外活動

心身に障害のある児童・生徒を
対象として、身近な社会教育施
設等を利用した集団活動として
文化活動、スポーツ、レクリエー
ション活動等を行う。「小金井市
学校五日制の会」に委託してい
る。

②イベン
⑧地域活動

②社会教
④学術・
文
⑪子ども

⑤ボラ団体 ③委託 ③民間 ①平成５ ①１，００５千円 ①１，００５千円

①より多く
②内容充实
③市だけ×
⑥すその拡大
⑦市民主体
性

③賛同 ①文書 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ①成果 ⑫特に無し

生涯学習係 53
青尐年のための
科学の祭典

实施は全て科学の祭典事務局
が行う。
教育委員会が行うのは、青尐年
のための科学の祭典交付金交
付、中学生ボランティアの取りま
とめ、広報活動の一部

②イベン
⑧地域活動

②社会教
③まちづ
⑪子ども
⑬科学

②ｎｐ法人
③市民団
体
④公益法
人
⑤ボラ団体
⑦ＰＴＡ
⑧学校
⑨商店等
⑩企業
⑪　その他
（「青尐年
のための
科学の祭
典」東京大
会 in 小金
井事務局）

①共催
②实行委
④補助

③民間 ①平成２０ ①５００千円 ①５００千円

②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すその拡大
⑦市民主体
性
⑧効率化
⑨経費節減

③賛同 ①文書 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ①成果 ⑫特に無し

生涯学習課生涯学習部

交通対策課

学校教育部

都市整備部
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生涯学習係 54

ボランティアの資
質向上に関する
三市・学芸大連
携講座事業

小金井市、国分寺市、小平市及
び東京学芸大学が連携し企画立
案し实施する講座。ボランティア
への興味のある方へは、活動の
スタートをサポートとする講座とし
て、既にボランティア活動をして
いる方へは、スキルアップ講座と
して開設している。講座に参加し
た市民がここで得た知識や技術
の实践の場として地域活動に参
加してもらうことで地域づくりの側
面を持つ。

①講座
③広報
⑤調査
⑧地域活動

②社会教

②ＮＰ法人
⑧学校
⑪その他
（行政）

①共催
③委託

②市・民 ①平成１９ ①２５３千円 ①２５３千円
②内容充实
④ノウハウ

①企画～ ①文書 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ③改善 ⑨内容ー予算制約

生涯学習係 55
市民カルチャー
スクール

(仮称)市民交流センター完成前
に市民の文化活動を活性化し、
完成時の利用促進を図るための
講座。まちづくり交付金により实
施。事業の实施は委託先が行
い、参加受付や広報を生涯学習
課が实施。

①講座

②社会教
③まちづ
④学術・
文
⑪子ども

②ＮＰ法人 ③委託 ③民間 ①平成１８ ①６９６千円 ①６９６千円
②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ

①企画～ ①文書 ②遂行中 ②实施で ①義務

③改善
⑤その
他
（今年度
終了予
定であ
る）

⑪継続見通し

生涯学習係 56
尐年自然の家指
定管理委託

清里尐年自然の家の管理運営を
民間企業に委託する

②イベン
③広報
⑦施設
⑨役務

②社会教
④学術・
文
⑪子ども

⑩企業
⑤指定管
理

②市・民 ①平成１８
①４０，７００千
円

①５９，９３０千
円

②内容充实
③市だけ×
④ノウハウ
⑧効率化
⑨経費節減

①企画～ ④要綱 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ①成果 ⑫特に無し

生涯学習係 57
団塊の世代のた
めの地域参加講
座

団塊の世代を中心した年齢層の
方を対象に地域参加を促すため
の連続講座。
まちづくり交付金により实施。事
業の实施は委託先が行い、参加
受付や広報を生涯学習課が实
施。

①講座
②社会教
③まちづ

②ＮＰ法人 ③委託 ③民間 ①平成１８ ①２９６千円 ①２９６千円

②内容充实
④ノウハウ
⑥すその拡大
⑦市民主体
性

①企画～ ①文書 ①文書
①改善
生かす

①義務 ②一定 ⑪継続見通し

生涯学習係 58
中近東歴史文化
講座

委託先が企画・实施する。市が
係るのは広報活動と申し込み受
付のみ。
中近東の歴史文化についての市
民向け連続講座、及び市内中学
校生徒を対象とした講座等。

①講座

②社会教
④学術・
文
⑪子ども

⑪その他
（財団法人
中近東文
化センター
）

③委託 ③民間 ①平成２２ ①５００千円 ①５００千円
②内容充实
④ノウハウ

①企画～ ①文書 ①文書
⑤その他
（初年度の
ため不明）

①義務

⑤その
他
（初年度
のため
不明）

⑬その他（初年度の
ため不明）

生涯学習係 59
放課後子ども教
室

学校の施設等を活用し、放課後
や週末に子どもたちの安全・安
心な活動拠点(居場所)を地域の
方の参画を得て、子どもたちに勉
強、スポーツ、文化芸術活動、地
域住民との交流活動等の機会を
提供することにより、子どもたち
が地域社会の中で、心豊かで健
やかにはぐくまれる環境づくりを
推進します。
市は、運営委員会を組織し、コー
ディネーターを配置し事業を推進
する。

②イベン
⑧地域活動

②社会教
⑪子ども

②ＮＰ法人
③市民団
体
⑤ボラ団体
⑥町会
⑦ＰＴＡ
⑧学校

②实行委 ②市・民 ①平成１９ ①７，２９６千円 ①９，３３８千円

①より多く
②内容充实
⑥すその拡大
⑦市民主体
性
⑩従来

①企画～ ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ③改善 成果―予算制約

文化財係 60 市史編さん事業

市民の郷土に対する知識及び理
解を深め市政の発展に資するた
め、市史編さんを目的とし、その
達成するために必要な事項を調
査、審議し、計画を確立してその
实現を図る。

⑤調査
④学術･
文

⑪その他
（個人）

⑧その他
（市史編さ
んに関す
る調査を
個人に依
頼）

①市主体 ①平成２２
①１２，０２６千
円

①１３，２４０千
円

④ノウハウ
⑥すそ野拡大
⑨経費節減

④その他
（市が主体
的、協力を
求める）

②合意 ①常に図る
①改善
生かす

②無し ①成果 ⑫特に無し

文化財係 61
名勝小金井（サク
ラ）復活プロジェ
クト

名勝小金井（サクラ）復活のため
の苗木の提供等

①講座
②イベン
③広報
⑤調査
⑧地域活動

③まちづ
④学術・
文
⑤環境

⑤ボラ団体 ①共催 ②市・民 ①平成２２ ①３３８千円 ①３３８千円

②内容充实
④ノウハウ
⑤方向性一
致
⑥すその拡大
⑦市民主体
性

①企画～ ②合意 ①常に図る

⑤その他
（今年度開
始のため
不明）

②無し ②一定 ⑥質向上

生涯学習課生涯学習部
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部 課 係
番
号

１　協働事業名 ２　（１）協働事業の内容
２　（２）

分類（ア）
２　（２）

分類（イ）
3相手 4形態 5類型 ６始期 ７市の予算 ８全体予算 ９理由 １０関わり １１決め方 １２把握 １３評価 １４報告書 １５成果 １６課題

スポーツ振興係 62
栗山公園健康運
動センター指定
管理委託

指定管理者として、栗山公園健
康運動センターの管理・運営を
行っている

⑦施設
④学術・
文

⑩企業 ⑤指管 ③民間 ①平成２１
①７３，３９７千
円

①７７，３１５千
円

②内容充实
⑧事業効率
⑨経費節減

④　その他
（管理に関
する年度協
定書の締
結）

①文書 ①常に図る ②实施で ①義務 ②一定 ②分担あいまい

スポーツ振興係 63
総合体育館指定
管理委託

指定管理者として、小金井市総
合体育館の管理・運営を行って
いる。

⑦施設
④学術・
文

⑩企業 ⑤指管 ③民間 ①平成２１
①１０１,７３５千
円

①１１７,２６６千
円

②内容充实
⑧事業効率
⑨経費節減

④　その他
（管理に関
する年度協
定書の締
結）

①文書 ①常に図る ②实施で ①義務 ②一定 ⑫特に無し。

スポーツ振興係 64
小金井市体育協
会補助事業

全市民向けの各種スポーツ事業
等を实施

⑩その他
（スポーツ振
興事業)

④学術・
文

⑪その他
（財団法人)

④補助 ③民間 ①昭和５１ ①９，２４３千円 ①９，２４３千円 ⑩従来から ③賛同 ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ②一定 ⑩成果―予算制約

スポーツ振興係 65
黄金井倶楽部補
助事業

全市民向けの各種スポーツ事業
等を实施。

⑩その他
（スポーツ振
興事業

④学術・
文

②ＮＰ法人
⑪その他
（財団法人)

④補助 ③民間 ①平成１８ ①２，２２０千円 ①２，２２０千円 ⑩従来から ③賛同 ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ②一定 ⑩成果―予算制約

奉仕係 66 おはなし会

子どもを対象に、絵本や紙芝居
等の読み聞かせ等を行う。
普段は職員が实施しているが、
年に何回かは、市内で読み聞か
せ等の活動をしているボランティ
ア団体に实施していただいてい
る。
団体の方に实施していただく回
は職員が補助につく。

②イベン
④学術・
文

③市民団
体

⑧その他 ①市主体
①平成１４
年

①５９千円 ①５９千円 ②内容充实 ②实施～ ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ②一定
①意思疎通△
⑥質向上

奉仕係 67 障害者サービス

目の不自由な方に希望の図書や
資料等の朗読を行う。　市が日
程の調整等をし、サービス实施
者はボランティア団体。
点訳図書及び録音図書（デイ
ジー）の作成：点訳図書及び録音
図書（デイジー）を作成する。
市が対象図書を選定し、作成者
はボランティア団体。

⑩その他 ⑰その他 ⑤ボラ団体 ⑧その他 ①市主体 ①昭和５０ ①２９１千円 ①２９１千円 ④ノウハウ ②实施～ ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

①義務 ②一定 ⑨内容ー予算制約

公民館 事業係 68 福祉会館まつり

福祉会館で活動している団体
が、日頃の活動の成果発表と交
流を目的としてまつりを实施して
いる。实行委員会形式でまつりを
計画し、实施している。公民館
は、その１参加団体として関わっ
ている。

①講座
②イベン
③広報
⑧地域活動

①保健
②社会教
③まちづ
④学術・
文
⑤環境
⑧人権
⑨国際
⑩男女
⑪子ども
⑫情報

①社福
②ＮＰ法人
③市民団
体
⑤ボラ団体

②实行委 ②市・民 ①平成14 ①２４千円 ①２９千円 ①より多く ①企画～ ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

②無し ①成果 ⑩成果ー予算制約

庶務調査係 69
「声の議会だよ
り」発行事業

視覚障害者を対象に、こがねい
市議会だより発行の都度、その
内容を「小金井市対面朗読の会」
の協力によりカセットテープに吹
き込み、希望者に無料で配布し
ている。

③広報 ①保健
③市民団
体

③委託 ①市主体 ①昭和６０ ①２０千円 ①２０千円
②内容充实
⑧事業効率
⑨経費節減

②实施～ ③定期的 ①常に図る
①改善
生かす

②無し ②一定

⑬その他（カセット
テープで作成してい
るため、今後、利用
者のことを考慮する
必要がありますが、
デジタル化が検討課
題である。）

選挙係 70 選挙啓発
選挙に対する啓発を行い有権者
に選挙に関する知識の向上を図
り、関心を深めること。

③広報

⑰その他
（選挙啓
発を図る
事業）

⑤ボラ団体 ②实行委 ②市・民 ②不明 ①１７３千円 ①６３８千円

①より多く
⑦市民主体
性
⑩従来

①企画～ ③定期的 ①常に図る ②实施で ②無し ①成果 ⑫特に無し

生涯学習部

農業委員会事務局

図書館

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

（スポーツ振興担
当）



部 課 係 番号 　１　事業名 ２　計画　記載等 ３　理由 ４　内容（追加）

環境部 環境政策課 緑と公園係 Ｂ１ 樹木廃材粉砕事業 ②記載なし ⑧経費節減
回収貯蔵した枝木の粉砕チップのたい肥化処理について、公園花壇に関わ
る市民などとの市民協働の前進で、たい肥化作業から、肥料としての活用
までの流れを地域循環型にしていきたいと考えている。

子ども家庭部 子育て支援課 子育て支援係 Ｂ２ 「子育て支援ネットワーク」の拡充 ①のびゆくこどもプラン小金井　　　71頁
①より多く
②内容充実

保育所、幼稚園、児童館、学童保育、子ども家庭支援センター、保健セン
ター、子育てサークル、ＮＰＯなどの相互援助と情報発信を行う子育てに支
援に関するネットワークづくりを目指している。今後、市民協働で実現したい
と考えている。

学校教育部 指導室 指導係 Ｂ３ 学校ビオトープ整備事業 ①小金井市環境基本計画

①より多く
②内容充実
④ノウハウ
⑥すそ野拡大

野生生物の生息に資するビオトープの学校での実施は、現在１校で行わ
れ、ＰＴＡ、環境市民会議など地域の協働で進められている。将来的には、
市民協働を広げ、より多くの様々な市民の知恵と力で、内容充実と拡充を考
えている。

図書館 奉仕係 Ｂ４ 講演会 ②記載なし
②内容充実
④ノウハウ

図書館や本に関わる講演会を従来から年１回行っている。現在までは、職
員で知恵を出し合って内容や講師などを決めて進めてきたが、将来的には
市民と協働で講師発掘や企画内容づくりを実現したいと考えている。

公民館 事業係 Ｂ５ 本町分館まつり ②記載なし ①より多く

現在、まつりを公民館利用団体の実行委員会主催で行っている。しかし、実
態としては職員が実務の中心を大きく担う現状である。市民協働の場として
の公民館のまつりという趣旨を考慮し、利用団体の主体的取り組みの拡大
を考えている。

部 課 係 番号 １　事業名 2　内容 ３　時期 ４　計画等

企画財政部 情報システム課 情報システム係 Ｃ１
コミュニティポータルサイト運営
事業

小金井市に係わる地域情報・市民活動情報を収集
し、発信していくサイトを市民とともに立ち上げ・運用
していく。

①平成２３年度

１）　第３次小金井市基本構想後期基本計画５６頁
　　　(2)地域との連携
２）　ＩＴ戦略構想(平成14年3月)9頁、
　　　コミュニティポータルサイトの運営
３）　前期ＩＴ基本計画（平成１５年３月）10－13頁、
　　　コミュニティポータルサイトの構築
４）　第４次基本構想７４頁

コミュニティ文化課 文化推進係 Ｃ２ （仮称）ロケーションサービス事業

映画、CM、ドラマ等の製作者に対して、ロケ地等（施
設、景観、公園等）に関する情報を提供する。また、
ロケ期間中は、撮影許可・立ち合い・ロケ弁当の手
配等を行う。
放映後にロケ地が、観光スポットになったり、まちの
イメージUPにもつながることが期待でき、活気が生
まれ産業振興の一助になることも期待できる。

⑤　未定 ②記載なし

（文化施設開設担当） Ｃ３
小金井市民交流センター指定管
理委託

小金井市民交流センターの運営に必要な事業 ①平成２２年度
①(仮称）市民交流センター開設　準備計画書
　　はじめに

環境部 環境政策課 緑と公園係 Ｃ４ 樹木の廃材による腐葉土作り事業
樹木剪定で排出した枝葉を利用した腐葉土作りを市
民と協働して行う。

⑤　未定 ②記載なし

Ｂ調査票

Ｃ調査票

生涯学習部

市民部

市民協働に関する実態調査（Ｂ・Ｃ調査票）結果



ヒアリング対象課（案） 

 

（企画財政部企画政策課） 

（企画財政部行政経営担当） 

１ 企画財政部情報システム課 

 （総務部地域安全課） 

２ 市民部コミュニティ文化課 

３ 市民部経済課 

４ 環境部環境政策課 

５ 環境部ごみ対策課 

 （福祉保健部地域福祉課） 

６ 福祉保健部障害福祉課 

７ 福祉保健部介護福祉課 

８ 福祉保健部健康課 

９ 子ども家庭部子育て支援課 

１０ 子ども家庭部児童青少年課 

１１ 都市整備部まちづくり推進課 

  （都市整備部交通対策課） 

１２ 生涯学習部生涯学習課 

  （生涯学習部スポーツ振興担当）   

 

 

＊（      ）内は、対象に準ずる課（案） 



ヒアリング内容（各課共通）（案） 

 

 

１ 市民協働に関する実態調査の回答にあたり、課内でどのように検討しまし

たか。 

 

２ 市民協働は、「市と市民（団体）が対等平等の立場で、お互いを理解し合う」

ことが必要だと言われていますが、それはどのような方法で実現すべきだと

思いますか。 

 

３ 市民協働を推進するには、職員の意識改革が必要との指摘がありますが、

これについてどのように思いますか。 

 

４ 市民協働の推進に向けて、市民側に求めたいことは何ですか。 

 

５ 市民協働の推進に向けて、市側はどのような条件整備をすべきだと思いま

すか。 

 

６ 現在実施している協働事業について、協働相手側（市民団体側）はどのよ

うに考えているか把握していますか。 

 

７ 現在市が実施している事業で市民（団体）が一定の役割を果たしているが、

A 調査票に記入しなかった事業はありますか。あるとすれば、どのような理

由で A 調査票に記入しなかったのですか。 

 

８ 協働事業として実施する場合、一般的にどのような課題が考えられますか。 

 


